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1 .  研究概要
1 ) 中 西頴央 ・ 山崎弘美 ・ 奥村慶子 : ①ア ル コ ー
ル な ら ぴに ア ルデ ヒ ド の薬理， ②ラ ッ ト 肝 ア ルデ ヒ
ド 脱水素酵素 に つ い て の研究， ③ラ ッ ト 肝 ミ ク ロ ゾ
ー ム の mixed-funct i on oxidase system に つ い て の
研究.
3) 武田龍司 ・ 百瀬弥寿徳 : ア ル コ ールな ら びに
ア ルデ ヒ ド の薬理①平滑筋 の電気活動 お よ び収縮運
動 に 対す る 薬理作用 の研究， ②中枢神経系ニ ュ ー ロ
ン に 対す る 薬理作 用の研究.
2. 学会報告
1 )  中 西頴央， 山崎弘美， 奥村慶子， 塩原ゑ い子，
塚 田 美代子 Trichl oroethylene 処置 ラ ッ ト に お け
る 肝 aldehyde dehydrogenase 活性 と 血 中 acetald­
ehyde レ ベル， 第51 回 日 本薬理学会総会， 1978 . 3 ， 
仙 台 .
2 ) 奥村慶子， 山 崎弘美， 中 西頴央 : Chl oral 
hydrate な ら びに tr i chloroethanol の ラ ッ ト 肝NAD
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1 .  研究概要
1 ) イ ン フ ルエ ン ザの 流行様式 と 遺伝学的特性に
つ い て こ こ 10数年来， 赤血球凝集試験， 赤血球凝集
抑制 試験お よ び交 差 吸収 赤 血 球 凝 集 抑制試験 を 基
礎 と す る 抗原分析 を 通 じ て研究 を 行な っ て き た 。 こ
れ ら の 結果は イ ン フ ルエ ン ザの 流行予測 と ワ ク チ ン
製造の面に 強 〈 反映 さ れて きた 。 今後更に 研究 を 発
展 き せ発 育鶏 卵 と 組織培養法 を 併 用 し て イ ン フ ル
エ ン ザ ウ イ ル ス の特異蛋 白 と 核酸の分析 を 通 じ て，
本 ウ イ ル ス の 増殖様式 と 変異の分子機構に つ い て研
究 を 行な う 。 一方 ヒ ト 以外の動物 ( ト リ ， ブ タ ) の
イ ン フ ルエ ン ザウ ィ ル ス に つ い て も 同様の実験 を 行
な い， ヒ ト の 流行に お よ ぽす動物由 来 ウ イ ル ス の役
割 に つ い て研究 を 行な う 。
2 )  各種ウ イ ル ス 感染症 (特に 風疹， へルペ ス ，
ロ タ ， パ ラ ミ ク ソ ) の ウ イ ルス 学的検索， 血清学的
検索 を 行 な う 。
3 )  制癌剤， 抗 ウ イ ル ス 剤の開発 : 人癌 由 来確立
細胞系 を 使 っ て 各種制癌剤 の 感受性測定 を 寒天平板
拡散法に よ っ て行 な っ て き た 。 本方法の臨床応用 の
検討 と 共に ， 土壌由来放線菌， 真菌， キ ノ コ 等の産
生す る 制癌物質の開発 を 行 な う 。 抗 ウ イ ルス 剤 に つ
い て は エ ッ グシ ェ ルカ ルチ ャ 法に よ っ て 同様の実験
を 行な う 。
2 .  学会報告
古小
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会北部会， 1978 . 10 ， 弘前.
4 ) 奥村慶子， 山崎弘美， 中 西頴央 : Chl oral 
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aldehyde dehydrogenase 活性 と 血 中 acetaldehyde
l eve l s に 及ぽす影響， 第29回 日 本薬理学会北部会，
1978 . 1 0 ， 弘前.
5) 武田龍司， 百瀬弥寿徳 : モ ルモ ッ ト 盲腸紐に
対す る acetaldehyde の作用 と 外液 イ オ ン の影響， 第
5 1 回 日 本薬理学会総会， 1978 . 3 ，  仙 台 .
6 ) 百瀬弥寿徳， 武田龍司 : モ ル モ ッ ト 盲腸紐平
滑筋 に お け る 膜抵抗 な ら びに 活動電位に 及ぽす ア セ
ト ア ルデ ヒ ド の影響， 第13回 日 本ア ル コ ー ル医学会
総会， 1978 . 10， 前橋.
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l 研究概要
お も に ， 化学的環境刺激 と 生体反応 に つ い て の研
究 を ， 植物 と 動物に つ い て ， 分子 レ ベルか ら 集 団 レ
ベルに わ た っ て行な っ て い る 。
1 ) 大気汚染が植物の代謝に お よ ぽす影響
比較的軽度の大気汚染地域でス ギ葉中 の タ ン ニ ン
生成が抑制 さ れて い る こ と を 見出 し ， こ の 原因 を 解
明 す る た め芳 香族化合物の生合成 と 大気汚染物質 と
の 関係 に つ い て シ キ ミ 酸経路 を 中心 と し て検討 し て
い る 。
2 )  ア レ ル ギー疾患 の 免疫学的， 疫学的研究
植物花粉， 特に ブ タ ク サ花粉が端息やア レ ル ギー
性鼻炎 を 多発 さ せ る こ と に 注 目 し ， 免疫学的 な手法
を 用 い て研究 を 行な っ て い る 。 ま た ， 一定地域集団
に対 し て 大気 中 の植物花粉が ど の よ う に 影響 を 与 え
る か疫学的調査研究中 であ る 。
今後， 植物花粉以 外の ア レ ルゲ ン に つ い て も ， 抗
原性お よ びそ の 人体影響両面に つ い て研究 を 予定 し
て い る 。
3 ) 組織培養 を 用 い た 環境汚染物質の研究
現在 ま での と こ ろ ， お も に 神経組織 を 用 い た研究
を 行な っ て い る 。 目 的は 2 つ あ り ， そ の 第 1 は ， 神
経毒性 を 発揮 し う る 化合物の モ ニ タ ー であ る 。 疎水
性の化合物 を 中心に検討 を 進め て き て お り ， か な り
in vivo の 成績 と 培養 を 用 い た 成績 と が対応す る と
い う 結果 を 得て い る 。 第 2 の 目 的は ， 毒性の機序 を
解明 す る こ と であ り ， 水銀化合物 を 中心に 研究 し て
き て い る 。 こ の過程で一連の生体膜安定化物質が水
銀化合物の神経毒性 を 修飾す る こ と を 見出 し た 。
4 )  労働衛生に 関す る 研究
各種の重金属， 有機溶剤， そ の他の化合物 を 取 り
扱 っ て い る 職場に お け る 作業者の ( 疾病以前の ) 健
康 よ り の逸脱状態 を ， お も に 自 覚症状の面か ら チ ェ
ッ ク す る 方法に つ い て調査研究 し て い る 。
2 .  学会報告
1 ) 寺西秀豊， 水野徳美， 岡 田 晃， 大村外志隆，
森田 真寿行， 山下三郎， 石 川 信雄， 市村宏子， 佐藤
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